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はじめに 


このたびはカシオ製品をお買い上げいただき、誠にありがと 
ラございます。 

■本機を使い始めるときは 

本機を裏返し、本体側を図のよラにスライドさせて八ード 
ケースから取り外し、本体の背面に A — ドケースを取り付け 
ます。 



口使い終わった5 

八ードケースを背面から取り外し、前面に取り付け直します。 

■本機を初期状態に戻ず(リセット操作） 

次の操作を巧ラと、本機の計算モードとすべてのセットアッ 
プ情報を初期状態に戻し、すべてのメモリー内容（独立メモ 
リー、変数メモ I 」 一、 アンサー;><モ|」一、統計計算の標本デー 
夕、およびプ□グラムデータ）を一括してクリアすることがで 
さます。 

IshiftI 圓 ( CLR ) 回 ( All ) 國 

計算モードとセットアップや、本磯の各種メモ U —について 
は、次の各項目を参照してください。 

♦ r 計算モードとセットアップ」 （11 ページ） 

r 計算モードとセットアップ情報をクリアする」 （14 ベージ） 

♦ r 各種メモ U —の利用」 （25 ページ） 

♦ r 統計計算 ( SD / REG )」(45 ページ） 

♦ 口 □グラム機能 ( PRGM )」（73 ページ） 




■各種操作の表記ルールについて 

♦ ほとんどのキーには複数の機能び割り当てられており、画因 
や陋图を巧すことで、キーの表面に印刷されている文字び 
表す機能とは別機能を呼び出すことびでさます。 



キー表面の機能— 9 in 


あるキーに割り当てられた別磯能を使ラ場合の操作は、次の 
よラに表記します。 

例：画圆 ( sin — 1 ) 圧]國 

~r 

直前までのキー操作で呼び出される機能を、 

() で括って表記 

♦ 画面上に表おされている；><ニュー項目を数字キーで選ぶ操作 
は、次のよラに表記します。 

例：の ( Contrast ) 

I^ 

直前のキー操作で違択されるメニュー頂目を、 

() で括って表記 

♦カーソルキー(ちイラスト参照)は、キー 
の上下ちちの端を巧して操作します。 

上下左ちの端を巧す操作を、それぞれ 
® 活)角)@のように表記します。 









巧を上のごを意 


このたびは本機をお買い上げいただをま 
して、誠にありびとうございます。ご使 
用になる前に、この「を全上のご注意」 
をよくお読みの上、正しくお使いくださ 
い。なお、本書はお読みになった後ち大 
切に保管して < ださい。 


A 

を意 


この表示を無視して誤った 
取0扱いをずると、人び傷 
害を負う可能性び想定され 
る内容および物的損害の 
みの発生び想定される内 
容をおしていまず。 


電池について 

• 本機で使用している電池を取り外し 
た場合は、誤って電池を飲むことび 
ないよラにしてください。特にルさ 
なおモ様にご注意 < ださい。 

参電池はルさなおモ様の手の届かな 
い所へ置いてください。万一、お 
モ様び飲み込んだ場合は、ただち 
に医師と相談してください。 

参電池は、充電や分解、ショートず 
る恐れのあることはしないでくださ 
しんまた、加熱した0、火の中へ 
投入した0しないで < ださい。 







参電池は使い方を誤ると液ちれによる 
周囲のミち損や、破裂による火災•け 
びの原因となることびありまず。；欠 
のことは必ずお守0< ださい。 

•極性(©と台の向さ）に注意して正 
し < 入れて < ださい。 

• 本機で指定されている電池じ(外は 
使用しないで<ださい。 


乂中に投入しないで<ださい 

♦本機を火中に投入しないで<ださ 
し)。破裂による乂災•けびの原因と 
なることびありまず。 


• 本書中の表示/イラストは、印刷のため実物と異なること 
びあります。 

• 本書の内容に関しては、将巧予告なしに変更ずることびあ 
0ます。 

• 本書の内容については万をを期して作成いたしましたび、 
万一ご不審な点や誤りなど、お気づをのことびありました 
5ご連絡ください。 

♦万一、本機巧用や®障によりをじた損害、逸失利なまたは 
ま兰ちからのいかなる請巧についてち，当社では一切その 
責任を負えませんので、あ6かじめご了承ください。 


ごほ用上のを意 


♦お買い上げ直を、本機を使用する前に必ず画キーを押し 
て < ださい。 

♦ 本機び正苗に使用でさてち、定期的に必ず電池を交換して 
<ださい。 
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特に消耗済みの電池を放置しておをますと、液ちれをおこ 
し故障などの原因になることびありますので、計算機内に 
は絶対に残しておかないでください。 

♦ 付属の電池は、工場出荷時よ0微少な放電による消耗び始 
まっていまず。そのため、製品の使用開始時期によっては、 
所定の使用時間に満たないラちに寿命となることがあ0ま 
す。あ6かじめご了承ください。 

♦本機に記憶させた內容は、ノートに書くなどして、本機と 
は別に必ず控えを残してください。本機の故障、修理や電 
池ミ肖耗などにより、記憶内容び消えることがあります。 
♦極端な温度条件下での使用や保管は避けてください。 
低温では表示の応答速度び遅<なったり、点なしな<なっ 
たり、電池寿命が短くなったりします。また、直射曰光の 
当たる場所や窓際または暖房器具の近<など、極端に温度 
び高くなる場所には置かないで<ださい。 

ケースの変色や変形、または電子回路の故障の原因になり 
ます。 

♦湿気やほこりのをい場所での使用やな管は避けてください。 
水び直接かかるよラな使巧は避けるととちに、湿気やほこ 
りにち十分ご注意ください。 

電子回路の故障の原因となります。 

♦落としたり、強いショックをちえないでください。 

♦ 「ひねり」や r 巧げ」を与えないでください。 

ズボンのポケットに入れるなど、 r ひねり」や r 曲ず」をちえ 
る恐れがあることをしないでください。 

♦分解しないでぐださい。 

♦ ボールペンなど鋭利ならのでキー操作をしないで<ださ 
い。 

♦ お手入れの際は、乾いた柔らかい巧をご使巧ください。 

特にちれがひどい場合は、中性洗剤液に浸したホを固くし 
ぼっておなさください。なお、シンナーやベンジンなどの 
揮発性溶剤は使用しないでください。キーの上の文字び消 
えたり、ケースにシ S をつけてしまラ恐れびあります。 
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計算を始める前に 


■電源を入れる 

電源を入れるには、画を巧します。このとき、前回電源を切つ 
た際に選択されていた計算モード (11 ページ)になります。 

ロコントラストを調節ずるには 

液晶表示が見づらいとさは、コントラストを調節します。 

1. 丽耐 ( SETUP ) 满 rn に ontrast ) 封甲します。 

• コントラスト画面び表示されます。 


ィ LIGHT DARK> 

CASIO 


2. 角）または eg ) を巧して調節します。 

3. 調節び済んだら画（または画网 （ EXIT )) を巧します。 

メモ 

極因を巧して表示される計算モード選択画面で旧白を巧し 
て它、コントラストを調整することびでさます。 

ご注意 

コントラストの調節を行っても液晶表おび見づらい場合は、 
電池び消耗していまず。新しい電池に交換してください。 

口電源を切るには 

画^画 （ OFF ) を巧します。 

電源を切ってち、次の情報は保持されます。 

• 計算モードと鲁種設定状態 (11 ページ） 

• アンサーメモリー (25 ページ）、独立メモ I 」一に7ページ）、 
変数;^モ U - に8ページ)の内容 


■キーの見かたの基本ルール 

感- - \ / -■翅殺一 \ J —⑦ 


①—— 


U —、 /—^ 

rZnrAn 

固 


JC! LOGIC 


-⑥ 


X 


④一 


⑤ 
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機能 

色 

使い方 

① 

M + 


直接巧します。 

霞 

M - 

文宇の色：糧 

画回を巧してから巧します。 

感 

M 

文字の色：ホ 

回啞1を巧してから巧します。 

盛 

DT 

文字の色：青 

SD 、 REG モードで直接巧しま 
す。 

霞 

CL 

文宇の色：糧 
フレームの色：青 

SD 、 REG モードで画回を巧し 
てから巧します。 

CD 

Z 

文宇の色：糧 
フレームの色：紫 

CMPLX モードで画司を巧して 
から巧します。 

贷 

A 

文字の色：ホ 
フレームの色：緑 

回画を巧してから押します 
(変数タモ1」一 A )。 

BASE モードでは直接巧します。 

(D 

LOGIC 

文宇の色：緑 

BASE モードで直接巧します。 


■画面表示について 

口入力式と計算結果の表示について 

本機は入力した計算式と計算結果を同時に表示できます。 


入力式表を -42 x (5+4)-2 x -3 

計算結果表示- •‘ 


ロシンボル表示について 

現在の計算モードや設定状態、計算の経過などび、画面に政 
下のよラな r シンボル」として表示されます。本書中では、鲁 
シンボルび表示された状態を r 点なする」、表示されていない 
状態を r 消なする」（または r 消える」）と表現します。 


例えばちの画面では、回シン 
ボルが点なしています。 


囚シンボルは、角度単位設定 （12 ぺージ）が Deg であること 
を表しています。それぞれのシンボルの意味については、各 
機能の説明を参照してくださし、。 


sin(30) 

0.5 


















計算モードとセットアップ 


■計算モードを選ぶ 

本機は6種類の r 計算モード」を備えています。 


口計算モードを還ぶには 

1. 画！ を巧しまず。 

• 計算モード選択画面び表示されます。 

• 計算モード選択画面には1画面目と2画面目があり 、 D 
を巧すたびに切り替わります。切0替えは、角）または® 
でを行ラことびでさます。 


2. 選びたい計算モードに応じて、次の操作を行います。 


このモードを選ぶには： 

このキーを巧ず： 

COMP (標準計算モード） 

の ( COMP ) 

CMPLX (複素数計算モード） 

回 ( CMPLX ) 

BASEOi 進計算モード） 

回 ( BASE ) 

SD (—変数統計計算モード） 

团 ( SD ) 

REG (二変数統計計算モード） 

回 ( REG ) 

PRGM (プログラムモード） 

固 ( PRGM ) 


• 1画面目と2画面目のどちらび表示されているときでも、 
田〜固のキーを巧して該当する計算モードを選択で舌 
ます。 


■セットアップについて 

計算時の入出力や演算のしかたなどのセットアップ（設定）び 
できます。設定は、画因 画 l ( SETUP ) を押すと表おされるセッ 
トアップ画面で行います。セットアップ画面は6つあり、 を) 
(または@)を巧して各画面を順次表示することがでさます。 


ぶ OMP CMPLX BASE 


♦SD REG PR 咖 
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口角度単位設定を切り替えるには 

兰角関数計算で利用ずる角度の単位を、 r 度」、 r ラジアン」、「グ 
ラード」の間で切り替えまず。 

(90。こ导ラジアンニ100グラード） 


角度単位設定 

操作(押ずキー） 

度 

耐巧厮困 rn ( Deq ) 

ラジアン 

耐 PfI 防 5 il の旧 ad ) 

グラード 

画^^^ 回 ( Gra ) 


口表示巧数設定を切り替えるには 

計算結果として表示するお数を、 r 小数点 ■ ui 下お数固定」 （0 〜 
9巧の間で指定巧)、 r 有効お数指定」 （1 〜10巧の間で指定可)、 
r 指数化表示設定」に通りの設定から選択可）の間で切0替え 
ます。 


表示が数設定 

操作(押ずキー） 

小数点な下お数設 
定 

耐巧厮因夕^ m (円 X ) 

匹) (0 お固定 ） 〜图 (9 巧固定） 

有効お数設定 

耐 Pfl 厮みの旧が 

の （有効お1お）〜 圓 （有効巧9お）、 
匹] (有効お10巧） 

指数表示範囲設定 

IsHiFfI jioDEl 回 ( Norm ) 

圧) ( Norm 1) または 回 ( Norm 2) 


設定に応じて、計算結果は次のよラに表示されます。 

• Fix (ル数点下巧数固定）を選択すると、〇〜目おの間で指 
定した巧数に応じて、ル数点 L ソ下が表示されます。また、計 
算結果は指定した巧の1お下で四捨五入され、指定したお 
までが表示されます。 

巧り：100^7 = 14.286 CFix 3 の場合) 

14.29 ( Fix 2 の場合） 

• Sci (有効お数指定)を選択すると、1〜10おの間で指定した 
巧数と指数によって計算結果び表示されます。また、計算結 
果は指定した巧の1お下で四捨五入され、指定したおまで 
び表示されます。 












例：1^7= 1.4286 X 10-1 (Sc ほの場合） 
1.429 X 10-1 ( Sci 4 の場合) 


参 Norm1 または Norm2 を選択すると、それぞれ次の嚴囲となつ 
た場合は指数表おとなります。 

No 「 m1: 1〇-2 > |jc| , | ぶ | 呈 1010 
Norm2 ： lO— 。〉 U|, | て | 含 1010 
例：100^7二14.2857142目 （ Norm 1 ， Norm 2とも） 

1 ^200 =日 . XIO — 3 ( No 「 m 1 の場合） 

0.005 CNorm2 の場合） 

口分数表示設定を切り曾えるには 

分数計算時の計算結果を仮分数で表示するか、帯分数で表示 


するかを切り替えます。 


分数表示設定 

操作(押ずキー） 

帯分数表示 

画固画!爱> を> 圧! ( ab / c ) 

仮分数表示 

fsiifi 画！ @ あ回 ( d / c ) 


口複素数表/予設定を切り替えるには 

複素数計算結果の表示形式を、 r 直交座標お式」と r 極座標形式」 
の間で切り誓えます。 


複素数表示設定 

操作(押ずキー） 

直交座標形式 

fsiifi 画！ @ ( g ) 寒)圧] { a + bi ) 

極座標お式 

画^画！寒) eg ) あ圧] { rze ) 


口統計度数設定を切り曾えるには 

SD モードおよび REG モードで計算に使用するデータの入力 
時に度数 ( Frequency ) を使うか、使わないかを切り替えます。 


統計度数設定 

操作(押ずキー） 

度数を使ラ 

fsiifi 画！ (3) 角)圧] (Freq 加） 

度数を使わない 

fsHipfl 画! 3) 3) 回 (FreqO け） 
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■計算モードとセットアップ晴報をクリアずる 

計算モードとすべてのセットアツプ情報を一括してク1」アし、 
各設定を次の初期状態に戻すことがでさます。 


計算モード . COMP (標準計算モード） 

角度単位設定 . Deg (度数る） 

表示お数設定 . Normi (指数表示 1) 

分数表示設定 . ab/c (帯分数表示） 

複素数表お設定 . a+bi (直交座標形式で出力) 

統計度数設定 . FreqOn (度数を使ラ） 


計算モードとセットアップ情報をクリアするには、次の操作 
を行います。 

画因回 ( CLR ) 回 ( Setup ) 國 

ク U アを実行しない場合は、 極] を巧す代わりに 固 を巧し 
て < ださい。 


式や巧値の入力について 


■計算式を入力ずる(書式通り入力ち式） 

本機は紙に書いた通りに計算式を入力し、陸]を巧すと計算 
び実行される r 書式通り入力ち式」を採用しています。加減乗 
除、関数、カツ〕の優先順位は、自動的に判別されます。 
CD 2 x (5 + 4)-2 x (-3) = 


图園の回旧圧!の曰 
回国回团函 


ロカッコ付き関数 (Sin, cos , 厂など)の入力について 

本磯では、次の関数は開きカッコ付きで入力されます。引数 
のま尾に囚を入力することび必要です。 


2 x (5+4)-2 x -3 

24 


sin (, cos し tan し sin —1(, cos —1(, tan —1(, sinh し cosh し tanh {, 
sinh ~ i (, cosh ~ i (, tanh ~ i (, log し In しがし 10^(, 厂し 3厂し 
Abs (, Pol (, Rec (, arg (, Conjg (, Not (, Neg し Rnd ( 













CD sin 30 = 


画图の囚函 


sin (30) 


0.5 


口乗算記号 (X) の省略に ついて 

次の乗算記号（ X )は、入力を省略することができます。 
■のの前〜 2 X (5+ 4) など 
-カツコ付き関数の前〜2と sin (30)、 2と厂 (3) など 
-前置記号(負符号を除く）の前〜2 Xh 123 など 
-メモリー、定数、乱数の前〜20とん2 X 7 C . 2と i など 

口計算式末尾の閉じカツコの省略について 

計算式の末尾（國の直前)の閉じカツコ（四）は、入力を省略 
することびでをます。 

CED C 2 + 3) x (4-1) = 15 

区)回の国囚因 
の团日の函 


(2+3) x (4-1 


15 . 


♦閉じカツコび省略可能なのは、画の直前だけです。計算 
式の逮中で閉じカツコの入力を忘れた場合は、正しい計算 
結果び得られな<なります。 


口画面幅に収ま5ない計算式の表をについて 

1度に表示可能なお数 （16 お）を超えて計算式の入力を巧ラ 
と、表示び自動的にスク n —ルし、画面に収まらない部分び 
隠れます。このとを、画面左端の♦シンボルび点'なします。 
入力した計算式-12345 +12345 +12345 

画面への表示- r 345+12345+123451 

■ - H 

力ーソル 

♦ * シンボルが点なしたが態では、®キーを巧してカーソ 
ルを移動し、表示を左スク n —ルすることびでをます。 

♦ 左スク□ールによって計算式のち側び隠れると、画面のち 
端に*シンボルが表示されます。このが態では、®キー 
を巧してカーソルを移動し、表示をむスク□ールすること 
びでさます。 
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参®を巧すと先頭、度）キーを巧すと末尾にカーソルを移 
動することびでさます。 


口入カタ字数(バイト数)について 

♦本機は計算式の入カエ U アとして、99バイトび確保され 
ており、1つの計算式につさ目9バイトまで入力可能です。 
通常、入力位置を表すカーソルは ri 」 （または「>」 ） の点滅 
によって表示されますび、入力可能なパ’イト数び残り8パ 
イト下になると、カーソルが「■」の点滅に変わります。 
このよラな場合は、区切りの良いところで一度入力を終了 
し、計算結果を得てくださし、。 

■計算式を訂正ずる 


口挿入モードと上書をモードについて 

入力時に、カーソル位置に文字が追加挿入される状態のこと 
を「挿入モード」、カーソル位置の文字び入力した文宇に置さ 
換わる状態を r 上書をモード」と呼びます。 



元の式 

旧を押ずと 

挿入 
モード時 

1 + 2134 

力ーソル-1 

1+2 + 134 

上書き 
モード時 

1 +234 

力ーソル-1 

1 +2 + 4 


挿入モードでは入力位置に 「 LI び点滅し、上書さモードでは文 
字の入力位置に「—」び点滅します。 

挿入モードと上書さモードを切り曾えるには 

初期設定では本機は挿入モードになっていますび、必要に応 
じて上書さモードに切り替えることびでさます。 
挿入モードと上書さモードの間で切り誓えるには、 
画司应 )( INS ) を巧しまず。 
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口直前の文字を訂正するには 

カーソルび入力巧の最後尾にあるとさ、画を巧すと、直前 
に入力した文字び削除されます。 

CED 369 X 12 を 369 X 13 と入力してしまつた 


团固团因の回 I 369 x 131 
画 I 369 x 11 
回 [369 x 121 


口不要なで字を削除ずるには 

巧）または®を使って不要な文字の直後（挿入モード時）ま 
たは不要な文字の下（上書さモード時）にカーソルを合わせ、 
画を巧します。画を1回巧すごとに、カーソル位置直前の 
1文字び削除されまず。 

369 X 12 を 369 XX 12 と入力してしまった 
挿入モード時： 

回固团囲困圧]回 

画 

上書さモード時： 

回固画囲因の回 

硬@硬 

画 



口計算式の途中の誤りを訂正するには 

挿入モード時は、巧）または （5) を使って間違った文字の直 
後にカーソルを合わせ、画を押して削除した後、入力し直 
します。上書をモード時は、角）または （ g ) を使って間違っ 
た文字の下にカーソルを合わせ、そのまま入力し直します。 
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(例） sin (目 0) を cos (60) と入力してしまつた 
挿入モード時： 


画面脚 LU 
硬硬角)画 

上書さモード時： 

画固面の 

圆 

口計算式の途中にで字を挿入ずるには 

必ず挿入モードで操作を行ってください。@またはを）で 
挿入したい箇所にカーソルを合わせ、入力します。 

■エラー 位置表示に ついて 

誤った計算式を入力して國を巧ずと、エラーメッセージが 
表示されます。このよラな場合、角）または®キーを押す 
とエラー位置にカーソルが移動し、計算式を訂正ずることが 
でをます。 

CED 14^10 X 2 二を誤って14一 0 X 2 二と入力した 
化!下は挿入モードび選択されている場合の操作例です。） 

圧]匹)固の因回固 Math ERROR 


( g ) (または(3)) 14 t 0| x 2 

^ここにエラーびある 

@の 


函 


14 t 1 I 0 x 2 


14t10x2 


2.8 


cos (60 し 
cos (60) 
fsinieO ) 


co $(60 )l 
M) ~~ 

sin ( l 60) 
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♦ エラーメッセージ画面でを）（または@)の代わりに画 
を巧すと、計算式びクリアされます。 


昼本計算 


ここで説明する計算は、特に断りびない場合は、 BASE モー 
ドを除< どの計算モードでち実行でさます。 

■四則演算 

任]、日、困、回キーを使って加減棄除を実行できます。 
(ID 2.5 + 1 - 2 = 1.5 

回 dl 回旧の日回國 


(例 2) 7 x 8-4 x 5=36 

区)囲图因匹!困回固 


♦ 加減乗除の計算の優先順位は自動的に判別されます。詳し 
くは r 計算の優先順位について」 （84 ページ）を参照してく 
ださし、。 

■分数計算 


分数は、専用の区切り記号 ( J ) を使って入力します。 



入力操作 

表示 

仮分数 

囚@回 

7 j3 
/ \ 

分子 分母 

帯分数 

回極)圧]画团 

2 J 1 J 3 
/ I \ 

整数部分分子分母 


メモ 

♦初期設定では、分数は常に帯分数として表おされます。 

♦ 分数計算の結果は、常に自動的に約分び巧われたが態で表 
示されます。このため、例えば r 2 j 4=」 を実行すると、結 
果は rij 2」 と表示されます。 


2.5+1-2 


1.5 


7 x 8-4 x 5 


36 . 
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口分数計算の例 

d で 3子+1音= 4ち 

回画の画团田 
の画回函图画 

(例 2) 4 - 3皆=丄 

团曰团画の函回固 


3 j 1 j 4+1 j 2 j 3 

4j11j12 



(网 3) 号+古=号(分数表示設定: d / c } 


回國国旧の画图函 


メモ 

♦帯分数の整数、分子、分母、区切り記号の合計数が10巧 
を超えた場合の計算結果は、ル数で表おされます。 

♦ 計算式に分数とル数び混在している場合、計算結果はル数 
となります。 

♦ 入力する分数の鲁項には整数のみを入力して<ださい。整 
数な外を入力ずると、計算結果はル数となります。 


2 j 3+1 j 2 

7j6 


口帯分数と仮分数の間で表示を切り替えるには 

計算結果として表示されている帯分数を仮分数に（または仮分 
数を帯分数に)切り替えるには、回回画 ( d / c ) を巧します。 

口小数と分数の間で表示を切り替えるには 

計算結果として表示されているル数を分数に（または分数をル 
数に)切り誓えることびでさます。 

CIT ) 1.5 =ふ1丄 = 1.5 

2 2 I-1 



画 1 j 1 j 2 

分数表示設定に従って帯分数または仮分数で表示される 


- 20 - 







画 


メモ 

帯分数の整数、分テ、分母、区切り記号の合計数が10巧を 
超える場合は、ル数から分数に切り替えることはできません。 


■パーセント計算 

バーセント計算は、％記号を入力して行います。％記号は直 
前の数値を引数として、引数を単純に1/100倍します。 


ロパーセント計算の例 

娜て) 2% = 0.02 (爾 

回爾)のげ。)固 


2 % 

0.02 


(MD 15。 X 20% = 30 (150 X 蒂) 


山垃の困回の 

函区!(％)画 

(WD 660は880の何。/。か？ 

固固の固面面の 
画区 K %) 画 


2500に15%加える 

回回面の旧回回面の囲 
圧!回困区 K %) 画 


(例を 3500の25%引き 

团回四面日回回四の囲 
回回画区 K %) 画 


( W ® 168と98と734の合計の20%引き 


の固面旧国面田 
回图の國 


168+98+734 

1000 . 


3500-3500 x 25% 

2625. 


150 x 20% 

3Q 

660子880% 

_75 

2500+2500 x 15% 

2875. 










因區)困回匹)画のけ。)函 


( Mz ) 50 Og の試料に 300 g を加えると、元の試料の何％となる 
か？ 


の回曲曲旧凹の面の 
回回匹!匹)画のけ。)函 


( MD 数値び40から46に増えたとき、何％増えたことになる 
か？また48に増えたとさは？ 

挿入モード時： 

の团固日四面の 
因匹!匹)画の け。) 函 


を)定 ) 度)定> 画面函 


■度分秒 ( 60 進数)計算 

度分秒(時分秒)のような60進数の計算や、60進数と10進数 
の間での変換を巧ラことびでをます。 

口 60進数の入力について 

入力は、次の要領で巧いまず。 

{ 度の数値} 回 { 分の数値} 回 { 秒の数値} 回 

CEI ) 2° 30' 30" を入力する 

2。30。30。 

图囚凶 LQJ 囚图の回 llHlJ 


♦度（または分）の単位び0の場合は、必ず 面 回を入力し 
て < ださい。 

例： 0° 00' 30" を入力する場合は 匹]回匹]回回匹]回 


2 。 30 。 30. 


(46-40)*40% 


15. 


(48-40 い40% 


20 . 


け 00+300) 辛5000/〇 



Ans - An $ x 20% 

800. 








口 60進数計算の例 

♦ 次の目0進数計算の結果は、60進数で表示されます。 
•60 進数どラしの加減算 
•60 進数と10進数の柔除算 
(ID 2° 20' 30" + 39' 30" = 00' 00" 


回 El !!) 凹 LQj 囚图の bill の 
面回图图囚图の囚 厕 


2。20。30。+0。39。30* 

3。〇。0 


(例 2) 2° 20' 00 " X 3.5 =が 10' 0 0" 


图山凹曲！:: r ) 困团 LiJ 凹咖 


2。20。)<3.5 

8。10。0. 


口 60進数と10進数の間で変換するには 

計算結果の表お中に回を巧ずことで、計算結果を60進数 
と10進数の間で変換することびでをまず。 

CE 2.255を60進数に変換する 
回13回回回画 


囚 


回 


2巧5 

TWn. 


計算履歴と y プレイ機能の巧用 


本機で計算を実行するごとに、入力した計算式と計算結果び 
セツトで記録されます。この記録を r 計算履歴」と呼びます。 
計算履歴は、 COMP 、 CMPLX 、 BASE の鲁計算モードで利用 
でをます。 

■計算履歴を呼び出ず 

計算履歴が記憶されているときは、画面ち上に▲シンボルが 
点なします。計算履歴を呼び出すには、法)を巧しまず。1回 
巧すごとに、1つ前の計算式と計算結果の両方び表示されます。 
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<3D 

の旧の应]回の回國 
图の团函 






また、表示中の計算履歴よりち後に計算履歴がある場をは ▼ 
シンボルび点むします。このとを®を巧すと、1つ後の計 
算履歴び表示されます。 

ご注意 

♦計算履歴は、励を巧したとさ、計算モードを切り替えた 
とさ、または U セット操作を巧ったとさに、すべてクリア 
されます。 

♦ 計算履歴として記憶でさる数には制限びありまず。記憶巧 
能な範囲を超えた計算履歴び作られた場合、一番古い計算 
履歴び自動的に削瞭されます。 

■リプレイ機能を使ラ 

計算履歴の表お中に角）または®を巧ずと、角）を巧した場 
合は表お中の計算式の末尾、を）を巧した場合は先頭にカーソ 
ルび表示され、計算式を編集できるが態になりまず。編集後に 
应]を巧すことで、編集後の計算式による演算が実行されまず。 
CED 4 X 3+ 2.5= 14.5 
4 X 3-7.1 =4.9 

の囲团の回 □ 回固 




4 x 3+2. 5 


14.5 


4 x 3+2.51 


14.5 


3+3 

6. 

2+2 

4/ 

1+1 

2.， 










画画画画 


因回 CD 山幽 


を種メモ y — の利用 


本機はユーザーによる数値の登録と呼び出しび可能な、次の 
メモ U —を備えています 


メモリー 

説明 

アンサー 

メモリー 

最新の計算結果を記憶してお<>^モ|」一で、画 
面上には "Ans" と表示されます。 

独立方モ 
リー 

3虫立メモ1」一は、 SD モードと REG モードを除 
<各計算モードで利用で走ます。 

変数;<モ 
U- 

数値を一時的に格納しておく入れ物として、 A、 

B、C、D、 X、 Y の6文字を使ラことびでをます。 
変数メモリーは、すべての計算モードで利用で 
をます。 


これらのメモ U —の内容は、画キー、計算モードの切り替え、 
電源オフの操作を行ってを消去されません。 


■ アンサーメモリー ( Ans ) を使う 

最新の計算結果は「アンサー;^モ U-(Ans)」 に記憶されます。 

口 Ans の内容が更新/消去されるタイミングについて 

Ans を計算に利用するには、 Ans に現在格納されている内容 
を把握しておくことび重要です。次の点に留意してくださし、。 
♦計算実行、独立メモリーへの加減算、変数メモ U —の呼び 
出しや登録、 SD モードまたは REG モードで統計データ 
の入力を行うと、 Ans の内容は上書きされます。 

♦ 複数の結果を同時に得るよラな計算（座標計算など）を実行 
した場合は、計算結果のラち先に表示される側の数値で 
Ans び更新されます。 
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♦ 計算結果びエラーとなった場合は、 Ans は更新されません。 
♦ CMPLX モードでの計算結果び複素数となった場合、実部 • 
虚部びとちに Ans に記憶されます。ただし、別の計算モー 
ドに変更すると、 虚部は消去されます。 

口 Ans を使って連続計算を行うには 

表示中の計算結果を利用して、連続して計算を実行でさまず。 
(IT) 3 X 4 の計算結果を30で割る 


图的山咖 


(続けて）回国匹!函 


回を巧すと Ans び自動的に入力される 
(MD 3 2 +4 2 の計算結果の平ち根をまめる 


团图旧の图函 


因函 


メモ 

♦計算結果の表示中に演算子や関数を入力すると、その演算 
子や関数の弓 I 数として Ans び自動的に指定されます。 
♦カツコ付を関数 （14 ページ参照）の場合は、上記の例2の 
よラに関数を単独で入力し區)を巧した場合のみ、自動的 
に Ans び引数となりまず。 

♦ 連続計算の操作は、基本的には計算結果を表示した直後の 
み有効です。画を巧した後で Ans を呼び出したい場合は、 
画キーを使ってください。 

口計算式の特定の位圏こ Ans を入力ずるロホ 

应]キーを使ラと、計算式の特定位置に Ans を入力すること 
がでさます。 


3!+42 

25 . 

厂 (Ans 

5 . 


3 x 4 

12 . 

Ans づ〇 

J _ 

0.4 
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CmT ) 123+456 の計算結果を、次の計算の中で使う 


123+ 456= 579 


789 - 579= 210 
下 


の凹凹の团回凹脚 

回面团日函画 
dD 3 2 +4 2 の計算結果の平方根に5を加える 
团固西の图画 

因画囚旧回固 


32+42 


25 . 


10 . 


m 

789 -Ans 

210 . 


■独立メモリー ( M ) を使う 

独立メモ U - M はおこ集計計算を行うために使うメモ U - でず。 
M シンボルび点なしているときは、独立メモリーに数値び格 
納されてし1ます。 



口独立メモリーに数値を加算するには 

M に数値を加えるには、加算する数値または計算式を入力し、 
m を巧します。 

CW ^ 105-3 の計算結果を M に加える 


の匹]回回图脚 


165 づ M + 



口独立メモリーか5数値を減算するには 

M から数値を引くには、減算ずる数値または計算式を入力し、 
画因晒 ( M -) を巧します。 












CD 3 X 2 の計算結果を M から引く 


团困图画晒 ( M -) A 

6 . 

メモ ' - ' 

計算結果の表示中に晒または画固晒 （ M -) を巧すと、表示 
中の計算結果び M に加算(または M から減算)されまず。 
ご注意 

晒または应因画 （ M -) を巧したときに計算結果として表示 
されるのは、入力した計算式の計算結果です。独立；><モリー 
の内容は表示されません。 

口独立メモリーの内容を確認ずるには 

画晒 ( M ) を巧します。 

口独立メモリーの内容を消去ずる (0 にずる）には 

匹]@ 画 ( STO ) 晒 ( M ) 

独立><モ1」一の内容びクリアされ、 M シンボルび消なします。 


口独立メモリーを使った計算例 


画面に M シンボルが表示されているときは、次の操作を行ラ 
前に、匹)画^励 （ STO ) 画（り）を巧して独立；><モ1)-の内容 
を消去してください。 


广例 ） 23 + 9 = 32 

曰3 - 6 = 47 
-) 45 x 2 = 90 
99 -r 3 = 33 


回凹旧凹晒 
回国0固晒 
匹!回囲图@晒 ( M -) 
图国回回晒 


恰計） 22 


画圃 ( M ) 


( M の呼び出し） 


■変数メモ U-(A、B、C、D、 X、 Y) を使ラ 

変数>^モ1」一はん B 、 C 、 D 、 X 、 Y の6つあり、ずべての方モ 
リーを同時に使ラことがでさます。 

口変数メモリーに数値や計算結果を書を込むには 
数値または計算式を入力し変数メモ U —を指定します。 
< 3 D 変数メモリー A に3 + 5を書さ込む 
回田回画励 ( STO ) 回 ( A ) 
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口変数メモリーの内容を確認ずるには 

陋)を巧し、変数^モリーを指定します。 

CED 変数メモリー A の内容を摧認する 
网回 ( A ) 

口計算式の中で変数メモリーを使ラには 

数値を入力ずるのと同じ要領で、計算式の中に変数；><モ1」一 
を入力することがでさます。 

CEDs + a を計算する 

回旧画)回 ( A ) 画 

口変数メモリーの内容を消去ずる (0 にずる）には 

CED 変数メモ U — A の内容を消去する 
匹]@ 画 ( STO ) 回 ( A ) 

口変数メモリーを使った計算例 

CmJ B 、 c に格納した計算結果を使って計算を実行する 


固困面旧团 
画画 ( STO ) 囚 ( B ) 


回因图画画 ( STO ) 極) ( C ) 


画)回 ( B ) 回画)極) ( C ) 函 


9 x 6+3 ~^B 

57 

5中 C 

40. 

B ゴ 

1.425 


■ メモリー内容を一括してクリアずる 

独立モリー、変数モリー、アンサー^モ U —の全メモリー 
内容を、次の操作で一括してク I 」アすることびでさます。 

IsHiFf ) 国 ( CLR ) 圧] ( Mem ) 國 

♦ ク U アを実巧しない場合は、區)を押す代わりに画を巧 
して < ださし、。 
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■円周率乃と自然対数の底 e 

円周率7：、自然対数の底だを、式に入力して使ラことびでき 
まず。打と e は、 BASE モードを除くすべてのモードで利用 
巧能です。本機では、それぞれ次の値として計算します。 

打= 3.14159265358980 ( 丽1厕(孔 )) 
e 二2.71828182845904(匹1闷 ( e )) 

■巧ぎ定数 

科学技術計算でよく使われる40種類の定数を内蔵していま 
す。各定数は几や e と同様に固有の記号で表示されます。科 
学定数は、 BASE モードを瞭くすべてのモードで利用巧能です。 
口科学定数を入力ずるには 

1. 画^回 ( CONST ) 封甲します。 

• 科学定数選択画面の1ページ目び表示されます。 


•選択画面は全部で10ページあり、を）（または角)）を巧 
して各ページを順次表示することびでさます。詳しくは 
「科学定数一覧」 （31 ページ)を参照してくださし、。 

2. を）（または角)）を巧して、呼び出したい科学定数び含ま 
れるページを表示します。 

3. 呼び出したい科学定数に応じて、田〜团を押します。 

• 巧したキーに応じた記号び入力されまず。 


•函を押すと、入力した科学定数の値び表示されます。 



mp 

1.67262171ぶ 



、だおよび巧学定数の利用 


7 

m3 


m2 









口科学定数を使った計算例 

CmT ) 真空中の光速度を入力する 

画回 (CONST) 
硬团 (Co) 固 


(m2) 真空中の光速度を求める (Co = 1/v^) 


圧)因因 


画固回に ONST) 
® 硬@のぉ〇) 


画固回に ONST) 
硬硬のみ 0) の 


函 


口科学定数一覧 

下表の No. 列の番号は、前の数字び画司回 (CONST) を巧ず 
と表おされる科学定数選択画面のページ番号、後ろの数字び 
選択時に巧すキーを表します。 


No. 

科学定数 

記号 

測直 

単に 

1-1 

陽子の静止質量 

mp 

1.67262171X10-27 

kg 

1-2 

中性子の静止質量 

mn 

1.67492728X10-27 

kg 

1-3 

電モの静止質量 

me 

9.1093826 X1cr®i 

kg 

1-4 

^1粒子の静止質量 

my 

1.8835314X10-28 

kg 

2-1 

ボーア半径 

3〇 

0.5291772108 X10-" 

m 

2-2 

プランク定数 

h 

6.6260693X10-^ 

J s 

2-3 

校磁気 

Mn 

5.05078343X10-27 

JT-1 

2-4 

ボーア磁子 

t^B 

927.400949X10-26 

JT-1 

3-1 

換算プランク定数 

ち 

1.05457168 XI0—M 

J s 


Uf{\ 


い厂(が I 


1 子厂 (cii/ia)l 


1子厂(£11/|11) 

299792458. 


む2柳92458 . 
























No. 

科ぎ定数 

記号 

測直 

単に 

3-2 

微細構造定数 

a 

7.297352568 XI 〇 -® 

- 

3-3 

電子の半径 

r 。 

2.817940325X10 -。 

m 

3-4 

電子のコンプトン波長 

义 c 

2.426310238X10-" 

m 

4-1 

陽子の磁気回転比 

rp 

2.67522205X10® 

S-1 T-1 

4-2 

陽子のコンプトン波長 

え cp 

1.3214098555X10-15 

m 

4-3 

中性子のコンプトン波 
長 

え cn 

1.3195909067X10—15 

m 

4-4 

U ユードべ U- 定数 

R 00 

10973731.568525 

m-i 

5-1 

原子質量単位 

U 

1.66053886X10-27 

kg 

5-2 

陽子の磁気モーメント 

Mp 

1.4106 0671X10—26 

JT-1 

5-3 

電子の磁気モーメント 

Me 

-928.476412X10 -站 

JT-1 

5-4 

中性子の磁気モーメン 
卜 

Mn 

-0.96623645X10-26 

JT-1 

6-1 

Ai 粒子の磁気モーメン 
卜 

Mm 

-4.49044799X10-26 

JT-1 

6-2 

ファラデー定数 

F 

96485.3383 

C mol-i 

6-3 

電気素量 

白 

1.60217653X10—19 

C 

6-4 

アボガド□定数 

Na 

6.0221415X1023 

mol—i 

7-1 

ボルツマン定数 

k 

1.3806505X10-23 

JK-1 

7-2 

理想気体の標準体積 

Vm 

22.413996 XI 0—3 

m3 mo|-i 

7-3 

モル気体定数 

R 

8.314472 

J mol—i K—i 

7-4 

真空中の光速度 

Co 

299792458 

m s—i 

8-1 

放射第一定数 

Cl 

3.74177138X10—16 

Wm2 

8-2 

放射第二定数 


1.4387752X10-2 

m K 

8-3 

ステファン-ボルツマ 
ン定数 

な 

5.670400X10-® 

Wm-2K-4 

8-4 

真空の誘電率 

£〇 

8.854187817X10—12 

Fm-i 

9-1 

真空の透磁率 

Mo 

12.566370614X10-7 

N A-2 

9-2 

磁束量テ 

み 0 

2.06783372X10-15 

Wb 

9-3 

重力加速度 

g 

9.80665 

m 5—2 

9-4 

コンダクタンス量子 

Go 

7.748091733 XI 0—3 

S 
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No . 

科ぎ定数 

記号 

数値 

単に 

10-1 

真空の特性インピーダ 
ンス 

4 

376.730313461 

Q 

10-2 

セルシウス温度 

t 

273.15 

K 

10-3 

万ち引力定数 

G 

6.6742 X 10-" 

m 3 咕1 S -2 

10-4 

標準大気圧 

atm 

101325 

Pa 


• に ODATA 推薦値(2000)」のデータに準拠。 


関数計算 


ここで説明ずる各関数は、特に断りびない場をは、 BASE モー 
ドを除< どの計算モードでち利用でさます。 

関数計算実行時のごを意 

♦計算の内容によっては計算結果が表示されるまでに時間が 
かかることびあります。画面に計算結果が表示されるまで 
は、キー操作を行わないでくださし、。 

♦演算を中断するには、画を巧して<ださし、。 

ち関数の構での読み方 

♦ 引数として入力可能な文字列を {} で括って表記します。 

基本的に { 数値}または{式}のいずれかです。 

♦構文中の {} び （） で括られている場合、 （） の入力び必要 
であることを表します。 

■兰角関数と逆兰角関数 


sin (, cos (, tan し sin ~^(, cos ~\, tan ~^( 

口構文と入力操作_ 

[ siq ( {が)， CO 引か})，ね n リ,!})， S …心い !})， cos ぶ n })， ね n — i " 円}) ] 

Cml sin 30 = 0.5、 sin — 1〇.5 = 30 


圆凹阳 QJ 函 


(角度単位設定: Deg ) 

$ in (30) 
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IsiFfI 画 ) (sirT 1 ) 匹!曰回囚函 


口留意事項 

♦ CMPLX モードでは、各関数は檀素数を弓 I 数としない場合 
のみ使用可能です（例： I ’ X sin(30) のような演算は可能、 
sin(1 +りは不可)。 

♦ 計算に使われる角度の単位は、角度単位設定で決まります。 

■角度単位変換 

特定の角度単位で入力した数値を、角度単位設定で選択され 
ている 角度単位に変換す ることが でさます。 

特定の角度単位で数値を入力するには、回回画 ( DRG >) を巧 
ずと表示される次の ニューを使って単位を指定します。 

田 ( D ) 一 角度単位を r 度」に指定 
回(巧一角度単位を「ラジアン」 
に指定 

回 ( G ) 一 角度単位を r グラード」 
に指定 

cw ^ ラジアンと50グラードを r 度」の単位に変換する 

r 度」の単位に変換するので、角度単位設定を Deg にし 
ます。 

区]極]画か)固回の 
画3陶 ( DRG >) 回 ( R ) 函 


回匹]陋)画 ( DRG >) 
回 ( G ) 國 


■ 双曲線関数と逆双曲線関数 


sin-'(0.5) 

30 . 


いづ) r 

の 

90. 

5 〇 9 

の 

45. 


sinh し cosh し tanh(, sinh~'(, cosh '{, tanh~^{ 

口構文と入力操作 

r sinh({«}), CQsli({«}), sinh~V,{n}), cosh~'({n}), tanh~\{n}) i 


g3 
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d ) sinh 1= 1.175201194 


極)圆 ( sinh ) の囚函 


sinhd) 

1.175201194 


口留意事項 

• 双曲線関数は極)、逆双曲線関数は画回極)を巧した後に 
區)、画、画)を巧して入力します。 

♦ CMPLX モードでは、各関数は複素数を弓 I 数としない場合 
のみ使用可能です。 


■指数関数と巧数関数 


10 A しが(， log (, ln {, 

口構文と入力操作 


刪かり . 10ゎ）も同様） 

|〇が{。り . logio {円}(常用対数） 

log (かんわり . log レ, ,){/!} 婚挪}の对数) 

叫{円}) . logf か}(自然対数） 


(机 1) 100216 = 4、 log 16 = 1 .20411 9983 


画凶山山面田咖 


画山凹凹函 


あの指定びない場合は、底10(常用が数)として扱われる 


log(2,16) 


109(16) 

1204119983 


(例 2) In 90 (1〇9<, 90) = 4.49980967 


画 LULU LU 函 


ln(90) 

449980967 


伽 3) = 22026.46579 

因 应](が)圧]匹)囚固 


6 —( 10 ) 

22026.46579 
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■べき秉関数とべき乗根関数 


よぶで 1 ,乂厂し 3 厂い厂 ( 


口構文と入力操作 


か}- 片 . 

…{が 

に乗） 

かい3 . 

…{が 

(3 乗） 

{円い-1 . 

…{が 

(逆数） 

mmn }) ........ 

… か7} い 1 

(べき菊 

Q {円}) . 

… 

评ち根） 

苗 {打}) . 

… VM 

位方根） 

({ m } ド厂({円})… 

... 巧（ベさ乗根） 


Cm iMVi + m 尼- 1 ) = 1、 (1 + 1)2+2 = 16 


区!因回囚旧圧!丘） 

(厂 (2)+1)( 厂 (2 H ) 

広)因回の曰の四画 

1. 

広)圧!田の囚囚回田 

ル1)〜(2+2) 

回囚画 

16. 

(例 2) -2 3 = -1.587401 052 



-2—(2j3) 

回回囚回画回囚國 

-1.587401052 


口留意事項 

♦.ろ. r 3 、 ぶ— 1 の各関数は、 CMPLX モードでの複素数計算で 
利用でさます(引数び複素数の演算実行び可能でず)。 

♦ CMPLX モードで A (、 厂(、3厂(、 X 厂、 の各関数は、複素数 
を弓 I 数としない場合は使用可能です。 

■ 座標変換(直交座標 W 極座標） 


Pol(, Rec( 
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直交座標と極座標の相互変換を実行することびでさます 



直交座標 ( Rec ) 



極座標 ( Pol ) 


口構文と入力操作 

直交座標から極座標への変換 ( Pol ) 
PolU ， V ) 

ぶ：直交座標の X 値を指定 

_ y :直交座標の V 値を指定 

極座標か6直交座標への変換 ( Rec ) 
Rec ( r , 0) 

r ：極座標の r 値を指定 
e-. 極座標の6値を指定 


( ID 直交座標のを極座標に変換する 
(角度単位設定: Deg ) 

画旧 ( Pol ) の回丘） 

囚因图の囚函 


(0 値の確認） 回囚 ( Y ) 


Poir (2)，"2)) 


45. 


( MD 極座標(2, 30っを直交座標に変換する 
(角度単位設定: Deg ) 

極)曰 ( Rec ) 回囚 
图の囚函 


回囚 ( Y ) 


Rec (2,30) 

1.732050如8 


( y 値の確認) 
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口留意事項 

♦ 各関数は、 COMP 、 SD 、 REG モードで利用でをます。 

♦ 計算結果は、最初 r 値または: C 値のみが表示されます。 
♦計算結果として得られたド、0(またはぶ、： V )の値は、それ 
ぞれ変数><モリーの X 、 Y に格納されます。0値や； V 値を 
確認するには、操作例のよラに Y を呼び出して<ださい。 
♦ 直交座標から極座標への変換時の計算結果として得られる 
りの値は、 -180° く 0皇180°の範囲となりまず。 

♦ 座標変換を計算式の中で実6した場合、先頭の解0■値また 
は J 値)を用いて演算び行われます。 

例 ： Pol 巧 + 5 = 2 + 5 = 7 

■その他の関数 


x \, Abs し Ran #, nPr , "〇, Rnd ( 

化 nPr , nO の各関数は、 CMPLX モードでは複素数を弓|数と 
しない場合のみ使用可能です。 

口階乗り） 

[ 構文：{叫！（ただしい}は自然数および 0) ] 

CED (5 + 3) ! 

の回の回の 
@画州画 

口絶対値計算 ( Abs ) 

Abs (は、実数の演算時は、単純に絶対値を巧めます。 
CMPLX モードでは複素数の絶別直（大きさ）をまめるのに使 
ラことがで走ます (41 ページ r 複素数計算」を参照)。 

[ 構文： AbsJ {内}) 

CED Abs {2 - 7) = 5 

画囚 ( Abs ) 回日回囚國 


□乱数 ( Ran #) 

ル数点 J；_rF 3おのル数 (0.000 〜 0.99 目)の疑似乱数を発生させ 
る関数です。引数は持たず、変数と同様の扱いとなります。 

I 構文： Ran # 1 


Abs (2-7) 


(5+3)! 

40320. 
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(3 D 1000 Ran # で 3 巧の乱数 3 つを得る 


の匹]匹)匹]画回 ( Ran #) 
函 


函 


函 


• 上記の数値は一例であり、結果は操作ごとに異なります。 

口順列 (《 Pr )/ 組み合わせ (《 Cr ) 計算 

[ 構文：か} P かんか} C {ml 

CW ^ 10人の中から4人を還んで作る順列および組み合わせ 
は、それぞれ何通りか？ 


圧!匹)麵)園 ( nPr ) 团函 


の匹!画回 ("0) 团函 


□丸め関数 ( Rnd ) 

引数として指定された数値や式の結果をル数化して、現在の 
表示巧数設定に従って有効おで四捨五入することびでをます。 

表示巧数設定： Norm 1 または Norm 2 の場合 

仮数部の11お目で四捨五入を行います。 

表示柄数設定： Fix または Sci の場合 

指定お数の1つ下の巧で四捨五入を行います。 

CD 200^7 X 14 = 400 


国の脚回の的の团函 


(ル数点 UTFS 巧指定） 

阿巧 ( modeI み圧! ( Fix ) 固 


200^ X 14 


400. 


200^ x 14 

400.000 


10 P 4 


5040. 


10 C 4 


210 . 


287 


613 


118. 
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(内部 15 巧で計算を続ける） 

回の团固囚函 


因の田函 


200リ 

28.571 


An$x14 

400.000 


同じ計算を丸め関数を使って(指定巧で)実行すると 


回の曲回 LZJ 跑 


(指定おでの数値丸めを実行） 

画固匹) ( Rnd ) 函 

饥めの確誠 囲の团國 


20 い 7 F" 

2扣71 

Rnd(Ans 'な 

2妨71 

Ansx14 F" 

399.994 


計算結果を指数部がとなる数値 
で表示ずる ( ENG 変換） 


表おやの計算結果を、指数部び3の整数倍となるよラな指数 
方式の数値に変換することびできまず。この機能をに NG 変 
換」と呼び、次の2種類の変換方法びあります。 


機 g 目 

キー 操作 

ENG 変換 

國 

逆 ENG 変換 

( shift ] 阿 GI ( •*-) 


■ ENG 

(ID 123 


I 変換の操作例 

1234を Eng 変換して表示する 


の凹四 [£] 函 


厕 


1234 


1234 


1234. 


謬3 
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画 

1234 

123が。 

(MD 123を逆 Eng 変換して表示する 

の回回固 

123 

123. 

IsHinl [engi ( ^ ) 

123 

0.123ぶ 3 

IsHinl [engi ( ^ ) 

123 

0卵！) 123' が 


複素数計算 (CMPLX) 


ここでの操作を行ラ際には、計算モードとして CMPLX モー 
ド（陋因回）を選択してください。 

■複素数を入力ずる 

口虚数り)を入力ずるには 

CMPLX モードでは、國キーび虚数 I を入力するためのキー 
として働さます。複素数を直交座標お式(口 +わりで入力すると 
きは、極)のを巧します。 

Cml2 + 3i を入力ずる _ 

回田回画(り2+3 zl 
口極座標形式で複素数を入力ずるには 

複素数を極座標お式が^がで入力することをでさます。 
CED sz ：30 を入力する _ 

回廊)回 ( Z ) 回の 日^301 

ご注意 

偏角目の入力時は、角度単位設定 （12 ページ)で指定されてい 
る単位(度、ラジアン、グラード)の数値を入力してくださし、。 














■複素数となる計算結果の表示について 

計算結果び複素数となった場合、画面ち上に R な I シンボルび 
点灯し、はじめに実部だけび表おされまず。実部と虚部の間 
で表示を切り替える口ま、画因國 ( Re な Im ) を巧します。 
CE ) 2 +い’を入力し、そのまま計算結果として表示する 
次の操作は複素数表お設定を r 口 + W 」 にして巧います。 

(極)極 i ) ( SETUP ) おあ @ の ( a + bi )) 


回西函ぶ函 


画^ fiiil ( Re ^ Im ) 


虚部び表示される 
(虚部の表お中は I シンボルび点灯） 

口計算結果の表示お式について 

計算結果が複素数となったとさの表示形式として、直交座標 
お式または極座標形式を選ぶことびでさます。 

虚軸 

b - • 口 + 扫 1 


-!~~►実軸 

〇 口 

直交座標形式 

表示お式の切り替えはセットアップで巧います。詳しくは r 檀 
素数表お設定を切り誓えるには」 （13 ページ）を参照してくだ 
さし、。 

■表示お式に応じた複素数計算例 

ロセットアップで直交座標お式 (な +お)を選択した場合 

@@( SETUP )( g ) Cg ) Cg ) [n [ a + bi ) 


虚軸 



実軸 


極座標形式 


2 +/ 



実部び表示される 

CMPLX ROI 

2 +/ 













(ID 2x{'/3 + /) = 2/3 + 2/ = 3.46410161 5+ 2 / 

回囲の因回の曲極)(わの 
固 


IsiifI 函 (Re な Im) 


(MD 72/45 = 1 + 1 / ( 角度単位設定 : Deg) 

因回の画^回 （Z ) 

团回固 


画 ) 函 (Re な Im) 


ロセットアップで極座標お式 (rZ のを選択した場合 

画回極因 （ SETUP) ああ @ 回 （r の 
(IT) 2 X {i /3 + 1 ) = 2 V 3 + 2 | = 4 Z 30 

回囲の因回の西國ぶの 
固 


画固画 (Re^Im) 


6 値の表示中は心ンンボルび点灯 
(WD 1 + 1 | = 1.414213562 Z 45 


の旧圧!函の函 


画因函 (Re な Im) 


( 角度単位設定 : Deg) 


1 + 1 / 

1.414213562 


1 + 1 / 


45. 


CMPLX r ム S Rel 


2X( 厂口) + !•) 


CMPLX じ s Rel 

2x( 厂口) +,•) 

30. 


CMPLX 

厂 (2)/45 



CMPLX R«»l 

厂 (2)/45 



2x( 厂口) +,•) 

3.464101615 

2x(r(3)+n B 

1 , 
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■ 共役複素数を求める ( Conjg ) 

複素数ミ= a+hi に対する共役檀素数ミ=口+わ I をホめまず。 
Cml 2 + 31の共役複素数をホめる 

丽 囚 (Conjg) 回西 回極)(む 
囚固 


画 3 國 (Re け Im) 


■絶巧値と偏角を求める ( Abs ， arg ) 

z = 口 + w の形で表される複素数を複素平面(ガウス平面)上の 
座標とみなして、絶対値 （ Id ) と偏角 (arg) を巧ゆます。 

CW^ 2 + 2 /の絶が値と偏角をホめる(角度単位設定: Deg) 


虚軸 



絶対値の算出： 

fsHiFf ] の (Abs) 回西图極 ) (。 

区!固 

偏角の算出： 

师 の (arg) 回西回極 ) (り 
区!画 


Abs(2+2 り 

2.828427125 

arg(2+T/) 

45. 


Conig(2+3/) 


Conig(2+3/) 



■計算結果表示形式の強制指定 

セットアップで選択されてし、る表示お式とは関係なく、直交座標 
形式または極座標お式で計算結果を表おすることをでをます。 












口計算結果を直交座標お式で表示ずるには 

計算式の末尾に画因 E ) (►口+わ|’）を入力します。 
rwo 2 i /2 Z 45 = 2 + 21 (角度単位設定: Deg ) 

回因回の画^回(之個回 
極)曰 （► g + 叫画 


画3画 ( Re け Im ) 


2厂 (2) Z 45^ fl +/>/ 


2厂 （2)/45> a+W 


2 .i 


口計算結果を極座標お式で表示するには 

計算式の末尾に画因田 （► j ’ Z 0) を入力します。 


2 + 2 i = 2尼 Z 45 = 2.828427125 Z 45 

(角度単位設定： Deg ) 


回田回國(わ画^圧] ( ^の 
固 


画國 ( Re な Im ) 


CMPLX Rei 

Mi^rie 


2.828427125 


CMPLX Rel 

2+2 i いが 

45. 


統計計算 ( SD / REG ) 


■統計計算に使ラ標本データについて 

口標本データの登録方法について 

標本データは r 度数を使う （ FreqOn )」 または「度数を使わない 
( FreqOff ) 」のいずれかの登録方法びあります。本機の初期設 
定は FreqOn です。どちらの方まで登録するかは、セットアッ 
プの r 統計度数設定」 （13 ぺージ)で切り誓えまず。 

口登録可龍なデータ件数について 

統計度数設定び FreqOn 、 FreqOff のそれぞれの場合で、本機 
に登録可能なデータ件数は次の通りです。 
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統計度数設定 

計算モ-ド 

FreqOn 

FreqOff 

SD モード 

40件 

80件 

REG モード 

26件 

40件 


口標本データの保持について 

計算モードまたは統計度数設定を切り替えると、登緑した標 
本データはすべてミ肖去されます。 

■ 1変数の統計計算を実行ずる 

ここでの操作を行ラ際には、計算モードとして SD モード 
(陋固团 （ SD )) を選択してください。 

口標本データを登録ずるには 
統計度数設定が FreqOn の場合 

階級値を Xii X2 … Xtt 、 度数を Freql , F 旧 q 2 … Freqn とすると 
き、次の要領でキーを巧して登録します。 

が 1 }@ 回 (;）{ Freq 1} 晒 ( DT ) 

が 2 }画^ 回 (;）{ Freq 2} 晒 ( DT ) 


{ X け}画囚 C ) { Freq /!} 圃 ( DT ) 

メモ 

度数び 1 のデータは、度数の入力を省略してかけ}晒 ( DT ) と 
し、ラ操作だけで登録することびでをます。 

CmJ 次の標本データを登録する 


階級植わ， 

度巧 ( Freq ) 

24.5 

4 

25.5 

6 

26.5 

2 


回团曰回画囚り团 24‘ u ,4 I 


脑 (DT) Line 


今登録したのび1件目のデータであることを表す 
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图回 (Zl 回困囚 (;) 固 
陋 ( DT ) 


回固 [II 回画囚。回 
脑 ( DT ) 


統計度数設定び FreqOff の場合 

個々のデータを XI , X 2 - Xn とするとき、次の要領でキーを巧 
して登録します。 

がり晒 ( DT ) が2}晒 ( DT ) …がリ}陋 ( DT ) 



口登録した標本データを確認ずるには 

® を巧すたびに、登録済みのデータを順次呼び出して確認 
することがでさます。データの呼び出し中は、次のデータび 
あるとさは▼シンボルが、前のデータびあるとをは▲シンボ 
ルび点なします。 

CE ) 「標本データを登録するには」の例題データを呼び出す 















統計度数設定が FreqOn の場合は X1 , Freq 1, X2 , Freq 2---、 
FreqOff の場合は Xi , X2 , X 3 …とし'!う順番にデータび表示され 
ます。 ® を巧ずとこの逆順にデータび表示されます。 


口特定の標本データを編集ずるには 

編集したい標本データを呼び出して変更したい数値を入力し、 


应]を巧します。 

Cml r 標本データを登録するロホ」の例題データの" Freq 3" 
の数値を2から3に変更ずる 


画® 


团函 


口特定の標本データを削除ずるには 

削除したい標本データを呼び出して、画司陋 ( CL ) を巧します。 
CmJ 「標本データを登録するには」の例題データの’‘ X 2’ を削 
除する 

画度)度)度） 


画晒 ( CL ) 

メモ 


X 卜 S 。 

2站 

Line" = 

2. 


Freq3= 


Freq3= 


参削除前と削除後で、 
削除前 


データは次のよラな状態とな0ます。 

削除後 


の 

24.5 

Freq 1: 4 

X2 

25.5 

Freq 2: 6 

X3 

26.5 

FreqS : 2 


jf\_X2 ： 26. 
繰り上がる 


XI ： 24.5 

Freq 1:4 

X2 ： 26.5 

Freq 2: 2 


参 FreqOn のときの JC データと Freq データは、常に セットで 
削除されます 


口ずべての標本データを一括して削除ずるには 

入力したすべての標本データを、次の操作で一括して削除す 


ることびでさます。 


画^ 团 ( CLR ) 圧! ( Stat ) 函 
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25.33333333 


♦ 削除を実行しない場合は、函を巧す代わりに画を巧し 
て < ださい。 

口登録した標本データに基づいて統計計算を行ラに 
は 

統計計算コマンドを入力し、國を巧します。例えば現在登 
録されている標本データの平均値な)を求めたい場合は、次の 
よラに操作します。 


画^ 回 ( S - VAR ) 


圧!函 


※計算結果の数値は一例です 

口 SD モードの統計計算コマンドー覧 


な2 

画3の ( S - SUM ) 圧） 

標本の2柔和を巧めます。 

Hv =玄も 

1む 

爾)の ( S ’ SUM ) 回 j 


標本の総和をホめます。 

n 

標本数をおめます。 

X 

平均を巧めます。 

X曰 n 

母標準扁差をホめます。 

ぶ。"-1 

標本標準偏差を求めます。 


Zx =な 
画の ( S ’ SUM ) 回 
«=(ぶデータの件数） 
fsiifi 回 ( S - VAR ) 圧) 



な 

画^回 ( S - VAR ) 回 
X(x- xf 

打 

画^回 ( S - VAR ) 团 

ス。。 -1= 


XOn : 
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minX 

画回 (S-VAR) を)の 

標本の最小値を求めます。 

maxX 

[shIftI 回 (S-VAR) 寒)回 


標本の最大値を求めます。 


■ 2 変数の統計計算を実行ずる 


ここでの操作を行ラ際には、計算モードとして REG モード 
(@回 （REG)) を選択してください。 


口回帰計算の種類について 

REG モードでは、次の7種類の回帰計算を実行することびで 
きます。カツコ内は各回帰計算の理論式でず。 


参一次回帰 
♦ 二次回帰 
♦巧数回帰 
0 e 指数回帰 
♦ « わ指数回帰 
♦ べさ柔回帰 
♦逆数回帰 
REG モードに入るときは、 

が必要です。 

回帰計算の種類を還ぶには 


か=口 + bx) 

{y = a + bx + 

(V =幻 + 0 Irw) 

か=口 e も ') 

か=口の 

(戸ぶゎ） 

(V =幻+わ/ぶ） 

どの回帰計算を行ラかを選ぶこと 


1. @回 （REG) を巧して REG モードに入ります。 

•はじめに回帰計算の選巧画面び表示されます。2画面あ 


る選択画面を、硬または （0 を巧して切り替えます。 


♦Lin Log Exp Pwr ♦ 



hinv Quad AB-Exp 


2. 選びたい回帰計算に麻じて、次の操作を行います。 


この回帰計算を選ぶには： 

このキーを押す： 

一次回帰 

圧] (Lin) 

対数回帰 

回 (Log) 

C 指数回帰 

回 (Exp) 

ベを柔回帰 

团 (Pwr) 

逆数回帰 

eg) の (Inv) 

二次回帰 

eg) 回 (Quad) 

口わお数回帰 

寒)回 (AB-Exp) 













メモ 

REG モードの利用中でち、回帰計算の種類を切り替えること 
ができます。画^回 ( S - VAR ) 回 ( TYPE ) を巧すと上記の手順 
1と同じ画面び表示されるので、上記と同様の操作を行って 
くださし1。 

口標本データを登録ずるには 
統計度数設定が FreqOn の 場合 

階級値を（ XI , yi ), ( X2 , y2 )-..( XH , yn )、 度数を Freq 1, Freq 2 
'•' Freqn とずると走、次の要領でキーを巧して登緑します。 
がり囚が 1 }画囚 (;）{ Freql } 晒 ( DT ) 

が 2 }囚が 2 }画囚 (;）{ Freq 2} 脑 ( DT ) 


{ ぶ "} 区!が"}画区1(;) {Freq の } 陋 ( DT ) 

メモ 

度数が1のデータは、度数の入力を省略して { ぶ n} 囚 {y«} 
陋 )( DT ) といラ操作だけで登録することがでをます。 

統計度数設定が FreqOff の 場合 

個々のデータを（XI, y 1 )， が 2 , y2) -(x/i, yn ) とずるとき、次の 
要領でキーを巧して登録します。 

が 1 }回が 1 }脑 ( DT ) 

が 2 }囚が 2 }陋 ( DT ) 


れ叫囚か"}陋 ( DT ) 

口登録した標本データを確認ずるには 

® を巧ずたびに、登録済みのデータを順次呼び出して確認ず 
ることびできます。データの呼び出し中は、次のデータびあ 
るとさは▼シンボルび、前のデータがあるとをは▲シンボル 
が点なします。 

統計度数設定が FreqOn の場合は Xi,yi,F 「 eq1,X 2 , ゾ2 , 
Freq2--- 、 F 旧 qO けの場合は Xi,y!, X 2 , 乂 2 , Xs …という順番に 
データが表示されます。®を巧すとこの逆順にデータび表示 
されます。 


